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 要  旨 
今日パソコンが安価になったことで，専門的な現場だけでなく，一般家庭にも普及するものと
なり，比較的誰でも操作する機会が増えた．そのため，その使用方法は単なる情報処理だけでな
く，ウェブによる情報収集，メールやチャットによるコミュニケーション，音楽や映画の視聴な
ど，数多くなった． 
その中で，GUIの発達により，パソコン操作はより自由度の高いものになった．しかし，自由
度が高くなればなるほどUIは複雑化し，ユーザを困惑させてしまうという問題がある．今後，GUI
をユーザにとってより使いやすいものにすることが重要となってくる．そこで特殊なGUIに特化
した入出力デバイスやアプリも開発されているが，ユーザに合わせるのは限界があり，やはりマ
ウス，キーボード，ディスプレイと通常のGUIを用いるのが現状である．  
本研究では，複雑なGUIコンテキストも画像を用いることで指定を可能にし，入出力機能を備
えた小型デバイスを自由に物に貼り付けて，ユーザ専用の入出力デバイス化するシステムを提案
する． 
まず，関連研究の分析から，システムの要件を明らかにした． 
1 点目の要件は，低レベル情報を用いた GUI例示学習である．従来の GUI環境での APIや Script
を使用した例示学習では，全てのアプリケーションソフトの状態取得と制御は困難であった．そ
こで本研究では，画像を GUIコンテキストとして用いることで，目に見えるすべての GUI情報に
アクセスが可能になる． 
2 点目の要件は，複雑な GUI例示学習の実現である．従来の例示学習では複雑な GUIコンテキ
ストの指定ができなかった．本研究では GUIコンテキストのフリーハンド指定，空洞化，論理演
算子を用いた拡張によってそれを解決した． 
3 点目の要件は，自由な実オブジェクト化のための貼り付け型デバイスである．従来研究では
機材が大掛かりになってしまう上に，マーカを遮ることができない．本研究では機能を持った無
線デバイスを物に貼り付けることで解決した． 
以上の3点の要件をもとにシステムの設計と実装を行った． 
また，実装したプロトタイプシステムでシナリオ実験を行い，ユーザによる主観評価と分析を
行った．その結果，システムの有用性に関してはおおむね良好であることを確認した． 
 
